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(57)【要約】
【課題】　防犯性の問題を解決できる建具の提供。
【解決手段】　戸本体２と、戸本体２に組み込んだ引戸
３を備え、戸本体２は框組みしたものであり、一方の縦
框２８に隣接して戸袋部４が設けてあり、引戸３は、框
３６，３７，３８，７４内にパネル５を組み込んだもの
であり、戸本体２に左右方向にスライド可能に支持して
あり、引戸３の見付寸法Ａが戸袋部４の見付寸法Ｂより
大きく、引戸３を戸袋部４に引き込んだときにパネル５
が戸袋部４から露出する。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　戸本体と、戸本体に組み込んだ引戸を備え、戸本体は框組みしたものであり、一方の縦
框に隣接して戸袋部が設けてあり、引戸は、框内にパネルを組み込んだものであり、戸本
体に左右方向にスライド可能に支持してあり、引戸の見付寸法が戸袋部の見付寸法より大
きく、引戸を戸袋部に引き込んだときにパネルが戸袋部から露出することを特徴とする建
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、戸を閉めた状態で採風・換気が行える建具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、採風・換気が行えるドアとして、上げ下げ障子を組み込んだものがあった（
例えば、特許文献１参照。）。かかる従来のドアは、上げ下げ障子を開けるとドアの上部
と下部の縦框間が開放し、不審者がその開口部から手を差し入れてサムターンを操作し、
不正に解錠されるおそれがあり、防犯性に問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３５７１２２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は以上に述べた実情に鑑み、防犯性の問題を解決できる建具の提供を目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を達成するために請求項１記載の発明による建具は、戸本体と、戸本体に組
み込んだ引戸を備え、戸本体は框組みしたものであり、一方の縦框に隣接して戸袋部が設
けてあり、引戸は、框内にパネルを組み込んだものであり、戸本体に左右方向にスライド
可能に支持してあり、引戸の見付寸法が戸袋部の見付寸法より大きく、引戸を戸袋部に引
き込んだときにパネルが戸袋部から露出することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１記載の発明による建具は、框組みした戸本体内に引戸を左右方向にスライド可
能に組み込み、一方の縦框に隣接して戸袋部を設けてあり、引戸の見付寸法が戸袋部の見
付寸法より大きく、引戸を戸袋部に引き込んだときにパネルが戸袋部から露出するため、
換気時の開口部の幅を狭くして、不審者の侵入や不正解錠を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の建具の第１実施形態を示す横断面図であって、引戸を閉めた状態を示す
。
【図２】同建具の戸先側を拡大して示す横断面図である。
【図３】同建具の横断面図であって、引戸を開けた状態を示す。
【図４】同建具の縦断面図である。
【図５】同建具の室内側正面図であって、（ａ）は引戸を閉めた状態、（ｂ）は引戸を開
けた状態を示す。
【図６】同建具の室外側正面図であって、（ａ）は引戸を閉めた状態、（ｂ）は引戸を開
けた状態を示す。
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【図７】引戸開閉装置の平面図と室内側正面図であって、（ａ）は引戸を開けた状態、（
ｂ）は引戸を閉めた状態を示す。
【図８】引戸開閉装置を吊元側に設けた場合の平面図と室内側正面図であって、（ａ）は
引戸を開けた状態、（ｂ）は引戸を閉めた状態を示す。
【図９】（ａ）は引戸開閉装置のレバーの台座の平面図と正面図、（ｂ）はレバーの平面
図であってロック時の状態、（ｃ）は非ロック時の状態を示す。
【図１０】戸の吊元側の横断面図と室内側正面図であって、（ａ）は引戸を開けた状態、
（ｂ）は引戸を閉めた状態を示す。
【図１１】本発明の建具の第２実施形態を示す横断面図であって、引戸を閉めた状態を示
す。
【図１２】同建具の横断面図であって、引戸を開けた状態を示す。
【図１３】同建具の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１～６は、本発明に係る建具
の第１実施形態を示している。本建具は、勝手口ドアに適用したものであって、躯体開口
部に取付けられる枠２０と、枠２０に蝶番２１で取付けた戸１とを備えている。戸１は、
図１，４に示すように、戸本体２と、戸本体２内に組み込んだ引戸３を備えており、引戸
３は戸本体２内で左右方向にスライド自在に支持してあり、図３に示すように、引戸３を
戸１の戸先側にスライドして開けることで、戸１を閉めたままで採風・換気が行えるもの
である。
【０００９】
　枠２０は、図１，４に示すように、アルミニウム合金の押出形材よりなる上枠２２と下
枠２３と左右の縦枠２４，２４とを枠組みして構成してある。枠２０は、室内側の見えが
かりの部分を樹脂形材２５で覆うことで断熱性を持たせてある。
【００１０】
　戸本体２は、図１，４に示すように、上框２６と下框２７と戸先框２８と吊元框２９と
を框組みした框組体６で構成されている。各框２６，２７，２８，２９は、室外側に配置
された金属形材２６ａ，２７ａ，２８ａ，２９ａと室内側に配置された樹脂形材２６ｂ，
２７ｂ，２８ｂ，２９ｂとを結合して構成してある。上框２６の金属形材２６ａには、図
４に示すように、引戸３の上部に取付けた吊り戸車３０が係合する上レール３１が設けて
あり、下框２７の金属形材２７ａには、引戸３の下部に取付けた戸車３２が係合する下レ
ール３３が形成してある。戸先框２８の室内側面には、図５に示すように、錠の施解錠を
行う上下２箇所のサムターン３４，３４と、戸１の開閉操作を行うためのハンドル３５と
、引戸３の開閉操作を行う引戸開閉装置７が取付けてある。
【００１１】
　引戸３は、図１，４に示すように、上框３６と下框３７と戸先框３８と戸尻框７４とを
框組みし、その内側にガラスパネル５を嵌め込んで構成してある。各框３６，３７，３８
，７４は、室外側に配置された金属形材３６ａ，３７ａ，３８ａ，７４ａと室内側に配置
された樹脂形材３６ｂ，３７ｂ，３８ｂ，７４ｂとを結合して構成してある。ガラスパネ
ル５は、断熱性の優れた複層ガラスを用いている。図４に示すように、上框３６の金属形
材３６ａには吊り戸車３０が、下框３７の金属形材３７ａには戸車３２が取付けてあり、
吊り戸車３０を戸本体２の上框２６の上レール３１に係合し、戸車３２を戸本体２の下框
２７の下レール３３に係合し、引戸３が戸本体２の戸先框２８と吊元框２９の内周側端縁
間で左右方向にスライド自在に支持してある。戸本体２の上框２６には、引戸３の上框３
６を収容する溝３９ａが形成してあり、戸本体２の下框２７には、引戸３の下框３７を収
容する溝３９ｂが形成してあって、引戸３の上框３６と下框３７は当該溝３９ａ，３９ｂ
内に隠れている。また、当該溝３９ａ，３９ｂの室外側の壁４０ａ，４０ｂは着脱自在と
なっており、その壁４０ａ，４０ｂを取外すことで、引戸３を戸本体２に室外側から取付
け・取外しできる。
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【００１２】
　戸本体２は、図１，２に示すように、戸先框２８の吊元側に隣接して、引戸３の一部を
引き込むための戸袋部４が設けてある。戸袋部４は、室外側に配置された金属形材４１と
、室内側に配置された樹脂形材１３で構成されている。樹脂形材１３は、戸本体２の戸先
框２８の室内側面よりも室内側に突出している。また樹脂形材１３は、サムターン３４よ
りも室内側まで突出している。
【００１３】
　図１に示すように、引戸３の戸尻框７４は、室外側及び室内側から見て戸袋部４に隠れ
ている。一方、引戸３の戸先框３８は、室外側及び室内側から見てほぼ全体が露出してい
る。すなわち引戸３は、上框３６と下框３７と戸尻框７４の三方の框が戸本体２の上框２
６と下框２７と戸袋部４に隠れており、戸先框３８のみが室外側及び室内側から見て露出
している。
　仮に、引戸３の戸先框３８が戸本体２の吊元框２９に隠れていたとすると、引戸３を閉
鎖した状態から戸先框３８の見付寸法分だけスライドしてからでないと換気開口部４２が
形成されず、引戸３の全スライド量に対して戸先框３８の見付寸法分だけ換気開口部４２
の幅が狭くなってしまう。例えば、引戸３の全スライド量が１００ｍｍで戸先框３８の見
付寸法が５０ｍｍであったとすると、換気開口部４２の幅は５０ｍｍにしかならない。本
建具は、引戸３の戸先框３８が室外側及び室内側から見てほぼ全体が露出していることで
、引戸３を閉鎖した状態からスライドさせるとすぐに換気開口部４２が形成され、引戸３
の全スライド量のほぼ全部を換気開口部４２とすることができる。これにより、引戸３の
全スライド量が小さい場合でも換気開口部４２を可能な限り広くすることができ、換気の
効率が良い。戸先框３８以外の三方の框（上框３６、下框３７、戸尻框７４）は、戸本体
２の框２６，２７や戸袋部４で隠れているため、断熱性、意匠性が良い。
【００１４】
　本建具は、図１に示すように、引戸３の見付寸法Ａが戸袋部４の見付寸法Ｂよりも大き
くなっており、そのため図３と図５（ｂ）に示すように、引戸３を戸袋部４に引き込んだ
ときに、引戸３のガラスパネル５の大部分が戸袋部４から露出する。より詳細には、戸袋
部４の見付寸法Ｂは引戸の見付寸法Ａの半分以下としてあり、引戸３を戸袋部４に引き込
んだときに、戸袋部４に引き込まれる寸法よりも戸袋部４からはみ出す寸法の方が大きく
なっている。そして、引戸３を戸袋部４に引き込むと、図５（ｂ）に示すように、戸１の
吊元側に戸本体２の上框２６と下框２７の間の全高さにわたる縦長の換気開口部４２が形
成され、当該換気開口部４２を通じて採風・換気が行える。本建具は、そのように引戸３
を開けたときに、戸袋部４からはみ出す引戸３の見付寸法Ｃが換気開口部４２の幅Ｄより
も大きくなっている。
　換気開口部４２の幅Ｄは、換気が十分可能な寸法であって、人間が頭を入れたり腕を深
く差し入れたりするのが困難な寸法に設定してある。「住宅の品質確保の促進等に関する
法律」に基づく住宅の性能に関する評価の方法の基準を定めた平成１３年国土交通省告示
第１３４７号において、転落防止のための手すりの手すり子の間隔を内法寸法で１１０ｍ
ｍ以下とすることが定められており、本建具の換気開口部４２の幅Ｄは、これにならって
１１０ｍｍ以下としている。換気開口部４２の幅Ｄを１１０ｍｍ以下とすることで、万が
一にも換気開口部４２から侵入されることはなく、また事前に不正侵入を思い留まらせる
効果がある。具体的には、本建具の換気開口部４２の幅Ｄは１００ｍｍとしてあり、上記
基準よりもさらに厳しくしてある。
【００１５】
　引戸３の見付寸法Ａは、戸本体２の戸先框２８と吊元框２９の内周側端縁間の寸法から
必要な換気開口部４２の幅Ｄを減じた寸法となっており、戸袋部４の見付寸法Ｂは、引戸
戸尻框７４の見付寸法と必要な換気開口部４２の幅Ｄを合計した寸法となっている。これ
により、引戸戸尻框７４を隠し框としながら、必要な換気開口部４２の幅Ｄを容易に設定
でき、設計自由度を向上できる。また、戸袋部４の見付寸法Ｂを最小のものにすることが
でき、意匠性を向上できると共に戸袋部４の材料費を削減でき、さらに戸袋部４の内周側
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端縁のふらつきを防止できる。また、換気開口部４２の幅Ｄを増減した商品を設定する場
合には、戸袋部４を見付けの異なるものに変更すると共に、引戸３の幅を増減するだけで
よく、換気開口部４２の幅Ｄの異なるバリエーションの拡充を容易に行うことができる。
【００１６】
　以上に述べたように本建具は、框組みした戸本体２内に引戸３を左右方向にスライド可
能に組み込み、一方の縦框（戸先框２８）に隣接して戸袋部４を設けてあり、引戸３の見
付寸法Ａが戸袋部４の見付寸法Ｂより大きく、引戸３を戸袋部４に引き込んだときにパネ
ル（ガラスパネル５）が戸袋部４から露出するため、換気時の開口部４２の幅Ｄを狭くし
て、不審者の侵入や不正解錠を防ぐことができる。換気開口部４２は、戸１の戸先側に形
成されるようにしてもよいが、本実施形態のように戸１の吊元側に換気開口部４２が形成
されるようにすることで、換気開口部４２から戸先框２８のサムターン３４へのアクセス
が困難になるため、防犯性が高くなる。
　さらに本建具は、戸袋部４を構成する室内側の樹脂形材１３が戸先框２８の室内側面よ
りも室内側に突出しており、さらに樹脂形材１３はサムターン３４よりも室内側に突出し
ていることで、樹脂形材１３が障壁となって室外からサムターン３４の位置を視認するこ
とができず、また、換気開口部４２から針金などを差し入れてサムターン３４を操作する
ことも困難であり、防犯性がより一層向上する。
　換気開口部４２は、戸１の上框２６から下框２７までの間全体が開口するため、幅が狭
くても十分な換気が行え、重力換気も効率よく行える。本建具は、戸袋部４の見付寸法Ｂ
を引戸３の見付寸法Ａと比べて小さくしたことで、戸１全体に占める断熱性に優れたガラ
スパネル５の面積の割合を大きくでき、上げ下げ窓のような召合せ部も無いため、断熱性
能を向上することができ、また、採光性にも優れる。さらに、引戸３が一部しか開かない
ことで、小雨程度なら引戸３を開けたままでも雨が入りにくく、採光・断熱・止水の３つ
をバランス良く向上させられ、建具としての性能が総合的に優れている
【００１７】
　本建具は、引戸３を換気可能な分だけ開け閉めするために、引戸開閉装置７を備えてい
る。本建具は、枠（框組体６）と、引戸３と、引戸開閉装置７を備え、引戸開閉装置７は
、引戸３を開けたときに換気開口部４２ができる側と反対側（引戸３にとっての戸尻側）
に設けてあり、枠に設けた回動可能なレバー８と、レバー８の軸４３に固定した第１アー
ム９と、第１アーム９の先端部と引戸３とに連結した第２アーム１０を有し、第１アーム
９と第２アーム１０とが屈曲状態のときに引戸３が開き、レバー８の回動操作により第１
アーム９と第２アーム１０とが展開状態になると引戸３が閉じるようになっている。具体
的には、引戸開閉装置７は、図２と図７に示すように、戸本体２の戸先框２８の室内側に
設けた回動可能なレバー８と、レバー８の軸４３に固定した第１アーム９と、第１アーム
９の先端部と引戸３とに連結した第２アーム１０を備えている。
　図７（ａ）に示すように、第１アーム９と第２アーム１０とが展開状態のときには引戸
３は閉じており、図７（ｂ）に示すように、レバー８を時計方向に９０°回動すると、第
１アーム９と第２アーム１０とが屈曲状態となり、これに伴い引戸３は第２アーム１０に
引っ張られて開く。このように本建具は、引戸３に触れることなく、レバー８を回動操作
するだけで、引戸３を換気可能な分だけ簡便に開け閉めできる。
【００１８】
　レバー８にはＬ形に曲がった形状のロック片４４が内蔵してあると共に、ロック片４４
を室外向きに付勢する板バネ４５と、ロック片４４を室内向きに操作するための操作部４
６を有している。レバー８から手を離した状態では、ロック片４４がレバー８の台座４７
に設けた穴４８に係合し、レバー８の回動が規制されている。そのため、図７（ａ）に示
すように、レバー８が横になった状態では引戸３が閉位置に保持され、図７（ｂ）に示す
ように、レバー８が縦になった状態では引戸３が開位置に保持されており、戸１を開閉し
たときに引戸３が遠心力によりスライドすることがない。レバー８を回動操作するために
レバー８を手で掴むと、図９（ｃ）に示すように、操作部４６が押し込まれてロック片４
４が板バネ４５に抗して室内側に移動し、レバー台座４７の穴４８から抜けるので、特別
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な解除操作を行うことなく自然にレバー８を回動操作できる。なお、上述したレバー８の
ロック機構は、レバー８を引戸３が開いたときの位置と引戸３が閉じたときの位置の少な
くとも何れか一方の位置でロックできるものであればよい。
【００１９】
　また本建具は、枠（框組体６）と、引戸３と、引戸開閉装置７を備え、引戸開閉装置７
は、引戸３を開けたときに換気開口部４２ができる側（引戸３にとっての戸先側）に設け
てあり、枠に設けた回動可能なレバー８と、レバー８の軸４３に固定した第１アーム９と
、第１アーム９の先端部と引戸３とに連結した第２アーム１０を有し、第１アーム９と第
２アーム１０とが展開状態のときに引戸３が開き、レバー８の回動操作により第１アーム
９と第２アーム１０とが屈曲状態になると引戸３が閉じるものとすることもできる。具体
的には、引戸開閉装置７は、図８に示すように、戸本体２の吊元框２９の室内側に設けた
回動可能なレバー８と、レバー８の軸４３に固定した第１アーム９と、第１アーム９の先
端部と引戸３とに連結した第２アーム１０を備えており、第１アーム９と第２アーム１０
とが展開状態のときに引戸３が開き（図８（ａ）参照）、第１アーム９と第２アーム１０
とが屈曲状態のときに引戸３が閉まる。
　このように引戸開閉装置７は、引戸３を開けたときに換気開口部４２ができる側（引戸
３にとっての戸先側）と、換気開口部４２ができる側と反対側（引戸３にとっての戸尻側
）のどちらにも設けることができるが、換気開口部４２と反対側に設けた方が、第１・第
２アーム９，１０が戸袋部４に隠れて見えないため（図７参照）、防犯上好ましい。
【００２０】
　また実施形態のものは、換気開口部４２が戸１の吊元側にできるが、換気開口部４２が
戸１の戸先側にできるようにすることもでき、この場合も引戸開閉装置７は戸１の戸先側
（換気開口部４２ができる側）と吊元側（換気開口部４２と反対側）の何れに設けること
もできる。引戸開閉装置７を戸１の戸先側に設けた場合には、第１アーム９と第２アーム
１０とが展開状態のときに引戸３が開き、レバー８の回動操作により第１アーム９と第２
アーム１０とが屈曲状態になると引戸３が閉じる。反対に、引戸開閉装置７を戸１の吊元
側に設けた場合には、第１アーム９と第２アーム１０とが屈曲状態のときに引戸３が開き
、レバー８の回動操作により第１アーム９と第２アーム１０とが展開状態になると引戸３
が閉じる。
【００２１】
　実施形態の建具は、もともと引戸３が換気可能な分しか開かない構造であるが、引戸全
体を戸袋部に引き込むことができる片引サッシや、引違いサッシ等の枠と引戸との間に、
上述の引戸開閉装置７を設けることもできる。この場合、引戸開閉装置７のレバー８を操
作することで、引戸３を換気可能な分だけ簡便に開け閉めすることができ、より大きく引
戸３を開けたいときのために、枠と引戸との連結を解除できる離脱機構を設けることが好
ましい。例えば、第２アーム１０を引戸３と連結しているネジ４９ａ（図７参照）を外し
、第２アーム１０を引戸３と分離するか、第１アーム９と第２アーム１０を連結している
ネジ４９ｂ（図８参照）を外し、第１・第２アーム９，１０を分離できるようにする。
【００２２】
　本建具の引戸３は、図１０に示すように、戸先框３８に吊元側に向けて突出する係合部
１１が設けてある。係合部１１は、先端部側にテーパー面５０を設けて、先細状に形成し
てある。戸本体２の吊元框２９の内周側壁には、引戸３の係合部１１が挿入可能な被係合
部１２が設けてある。被係合部１２は、吊元框２９の内周側壁に穴５１を形成し、その穴
５１に内周側からカバー材５２を取付けて構成してある。係合部１１の下面１１ａは水平
面となっており、これと係合する被係合部１２の係合面１２ａも水平面となっている。係
合部１１と被係合部１２は、引戸開閉装置７と略同じ高さ位置に設けてある。
【００２３】
　引戸３を閉じると、図１０（ｂ）に示すように、係合部１１のテーパー面５０が吊元框
２９の被係合部１２に乗り上げて引戸３が若干持ち上がり、テーパー面５０に続く水平な
下面１１ａが被係合部１２下側の水平な係合面１２ａに上から係合する。これにより引戸
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３の自重の一部を吊元框２９に直接負担させることができる。本建具は、戸本体２に大型
のガラスパネル５を有する引戸３が組み込んであり、引戸３の自重をそのまま戸本体２の
上框２６と下框２７のみに負担させた場合には、戸１の戸先部が垂れ下がるおそれがある
が、上述のように引戸３の自重の一部を吊元框２９に直接負担させることで、戸先部の垂
れ下がりを防止することができる。係合部１１の先端部にテーパー面５０が設けてあるこ
とで、引戸３閉鎖時に係合部１１が被係合部１２に確実に係合する。係合部１１と被係合
部１２とが水平面１１ａ，１２ａ同士で係合するため、引戸３の自重の一部を吊元框２９
に確実に負担させられると共に、引戸３の摺動の妨げにならない。また、係合部１１と被
係合部１２が引戸開閉装置７と略同じ高さ位置に設けてあることで、係合部１１と被係合
部１２の係合・離脱がスムーズになされ、引戸３の開閉が重くなるのを防ぐことができる
。
【００２４】
　戸本体２は、図１，４に示すように、閉鎖位置にある引戸３の四周の框３６，３７，３
８，７４の室外側面に当接するように気密材５３が設けてある。戸本体２の上下框２６，
２７の引戸３の上下框３６，３７を収容する溝３９ａ，３９ｂの室内側の内壁面には、引
戸３の閉鎖時に引戸３を室外側に押し付けるための押し付け部材５４ａ，５４ｂが設けて
ある。押し付け部材５４ａ，５４ｂは、戸１の戸先側にテーパー面５５が設けてある。引
戸３の上下框３６，３７の室内側面には、閉鎖時に押し付け部材５４ａ，５４ｂに当接す
る当接部材５６ａ，５６ｂが設けてある。押し付け部材５４ａ，５４ｂと当接部材５６ａ
，５６ｂは、引戸３の上下框３６，３７の長手方向の略中央部に設けてある。
　本建具は、引戸３を閉鎖したときに上下框３６，３７の当接部５６ａ，５６ｂがテーパ
ー面５５側から押し付け部材５４ａ，５４ｂに乗り上げて室外側に押され、引戸３が戸本
体２に設けた気密材５３に押し付けられる。さらに本建具は、図１に示すように、引戸閉
鎖時に引戸３の戸先框３８を室外側に押し付ける押し付け部材５４ｃと、引戸３の戸尻框
７４を室外側に押し付ける押し付け部材５４ｄを備えており、引戸閉鎖時に上下框３６，
３７に加え戸先框３８と戸尻框７４も室外側に押され気密材５３に密着するため、優れた
気密性・水密性を発揮する。
【００２５】
　図１，２に示すように、戸袋部４を構成する室外側の金属形材４１は、戸本体２の室外
側に取付けられる網戸５７の縦框を兼ねるものであって、外周側部材４１ａと内周側部材
４１ｂとに分割して構成され、外周側部材４１ａは戸先框２８の金属形材２８ａに外周側
からネジ止めしてあり、内周側部材４１ｂは外周側部材４１ａに係合して取付けてある。
外周側部材４１ａと内周側部材４１ｂには、それぞれ中空部が設けてある。網戸５７は、
図１，４，５に示すように、框５８の内周に網５９を張ってあり、また上下方向に間隔を
おいて複数の桟７３を設けてある。
【００２６】
　戸袋部４を構成する室内側の樹脂形材１３は、図２に示すように、室外側部材１４と室
内側部材１５の二部材で構成してある。室外側部材１４は、見付方向に中空部１６ａが三
つ並べて設けてあり、外周側端部に室外側に向けて突出する突片６０と、室内側に向けて
突出する突片６１を有している。室外側に向けて突出する突片６０には、外周側に一対の
爪片６２，６２が形成してあり、その爪片６２，６２を戸先框２８の樹脂形材２８ｂに形
成された爪片６３，６３と長手方向に通し込みで係合して、樹脂形材１３，２８ｂ同士を
連結してある。また、室外側に向けて突出する突片６０の先端部は、戸先框２８の金属形
材２８ａの内周側面にネジ６４で固定してある。これにより戸袋部４の樹脂形材１３は、
戸先框２８に片持ち状に取付けたものでありながら、戸先框２８との爪片６２，６３によ
る連結部を支点として室外側や室内側に回動することがないように、戸先框２８と強固に
連結固定されている。室内側に向けて突出する突片６１は、先端部６１ａが室内側部材１
５の室外側面に当接すると共に、室内側部材１５に形成した溝６５に係止している。室外
側部材１４の内周側端部には、室外側に突出して引戸３の戸尻框７４と係合する煙返し６
６と、引戸３の戸尻框７４の室内側面との間の隙間を塞ぐ隙間塞ぎ材（モヘア）６７が設
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けてある。また、内周側に向けて突出して室内側部材１５の突片６８と係合する一対の突
片６９，６９が設けてある。
　室内側部材１５は、見付方向に中空部１６ｂが四つ並べて設けてあると共に、室外側に
向けて突出する内周側突片１７と外周側突片１８と、両突片１７，１８の間に設けた複数
の内部突片１９を有している。内周側突片１７は、室外側部材１４の室外側端部と同じ位
置まで室外側にのびており、外周側突１８片は戸先框２８の室内側面に近接する位置まで
室外側にのびている。内部突片１９は、先端側が若干広がった二股の溝状に形成されてお
り、その先端が室外側部材１４の室内側面に当接している。
【００２７】
　本樹脂形材１３は、室内側部材１５の内周側突片１７と外周側突片１８の間に室外側部
材１４を取付けてあり、これにより室内側から見て室外側部材１４は室内側部材１５に隠
れて見えず、継ぎ目のない一本物の部材のように見える。室外側部材１４と室内側部材１
５とは、室内側部材１５の内周側突片１７と外周側突片１８の内側に設けた係合部（突片
６８，溝６５）を、室外側部材１４の内周側と外周側に設けた被係合部（突片６９，６９
、突片６１ａ）に、長手方向から通し込みで係合してある。このように本樹脂形材１３は
、室外側部材１４と室内側部材１５とが内周側突片１７と外周側突片１８の内側で全長に
わたって係合していることで、室外側部材１４と室内側部材１５が強固に接合されている
。さらに、室外側部材１４に室外側から挿入したネジ７０を室内側部材１５の内部突片１
９の溝７１に螺入することで、通し込んだ室外側部材１４と室内側部材１５の分離を防止
すると共に、室外側部材１４と室内側部材１５の撓みを防止し、接合強度を向上している
。
　また本樹脂形材１３は、図４に示すように、室外側部材１４が戸本体２の上框２６と下
框２７の内周側縁に当接する長さで、端部が長手方向に対して直角に切断されており、室
内側部材１５は室外側部材１４よりも上方及び下方にのび、上框２６と下框２７の室内側
面に当接しており、上下端部が長手方向に対して直角に切断されている。室内側部材１５
の上下端部には、端部キャップ７２が取付けてある。本樹脂形材１３は、このように上下
端部を段差状に形成する場合でも、室外側部材１４と室内側部材１５の上下端部をそれぞ
れ直線的に切断するだけでよく、端部をＬ形に切欠く必要がない。
【００２８】
　本樹脂形材１３は、室内側部材１５に内部突片１９を有し、その先端が室外側部材１４
の室内側面に当接していることで、室外側部材１４の室内側面と室内側部材１５の室外側
面との間にも、中空部１６ｃが見付方向に三つ並んで形成されている。すなわち本樹脂形
材は、見付方向に複数並べて設けられた中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃが、見込方向に三
層積層して配置されている。このように本樹脂形材１３は、見付方向に複数に仕切られた
中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃが見込方向に三層積層して配置してあることで、高い断熱
性能を有している。見込方向に積層された三層の各中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃの見込
寸法は略同一となっており、これにより各中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃ内における対流
を最小限に抑制して断熱性能を向上できる。
　本樹脂形材１３のように中空部が見付方向及び見込方向に三層以上積層した形材を一体
で成形しようとすると、内部の仕切り壁が変形したり一部欠損したりするが、本実施形態
の樹脂形材１３のように、室外側部材１４と室内側部材１５とに分割して成形した上で組
み合わせることで、複雑な形状で細かく仕切られた中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃを正確
に形成することができる。
　さらに本樹脂形材１３は、室内側部材１５の内周側突片１７と室外側部材１４の内周側
面との間に中空部１６ｄが設けてあり、室内側部材１５の外周側突片１８と室外側部材１
４の外周側面との間に中空部１６ｅが設けてある。これにより本樹脂形材１３は、断熱性
能をより一層向上させている。
【００２９】
　本建具は、引戸３を閉めたときに引戸３が位置しない範囲である戸袋部４に、上述のよ
うに中空部１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄ，１６ｅを見付方向と見込方向に三層以上積
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層して断熱性を高めた樹脂形材１３を配置することで、断熱性能の弱いところが効果的に
補強されており、しかも戸本体２と引戸３の各框も室内側が樹脂形材２６ｂ，２７ｂ，２
８ｂ，２９ｂ，３６ｂ，３７ｂ，３８ｂで覆われているから、戸全体として高い断熱性能
を発揮できる。
【００３０】
　図１１～１３は、本発明に係る建具の第２実施形態を示している。本建具は、第１実施
形態と同様に、戸本体２内に引戸３が組み込んであり、引戸３は戸本体２の戸先框２８と
吊元框２９の内周側端縁間で左右方向にスライド自在に支持してある。引戸３は、戸先框
３８が室外側及び室内側からみてほぼ全体が露出しており、戸先框３８以外の三方の框（
上框３６、下框３７、戸尻框７４）は、戸本体２の上框２６と下框２７と戸袋部４に隠れ
ている。引戸３の開閉操作は、図１１に示すように、戸先框３８の室内側に突出して設け
た引手７５に手を掛けて行う。引戸３の戸先框３８と戸本体２の吊元框２９との間には、
引戸３用の施錠装置７６が室内側に設けてある。戸本体２の下框２７の上面には、図１３
に示すように、レールの代わりにガイドローラー７７が取付けてあり、ガイドローラー７
７は引戸３の下框２７に設けた下向きの溝７８に係合している。
【００３１】
　本建具は、引戸３の戸先框３８が室外側及び室内側から見てほぼ全体が露出しているこ
とで、引戸３を閉鎖した状態からスライドさせるとすぐに換気開口部４２が形成され、引
戸３の全スライド量のほぼ全部を換気開口部４２とすることができる。これにより、引戸
３の全スライド量が小さい場合でも換気開口部４２を可能な限り広くすることができ、換
気の効率が良い。戸先框３８以外の三方の框（上框３６、下框３７、戸尻框７４）は、戸
本体２の框２６，２７や戸袋部４で隠れているため、断熱性、意匠性が良い。
【００３２】
　本発明は以上に述べた実施形態に限定されない。引戸の框に保持されるパネルは、ガラ
スパネル以外のものであってもよく、またパネルは一枚物のパネルに限らず、引戸の中間
に設けた桟により上下又は左右に分割されていてもよい。引戸は戸の吊元側に摺動して開
き、換気開口部が戸の戸先側に形成されるものであってもよい。引戸及び戸袋部の見付寸
法のバランスは、換気性能や防犯性等を考慮しながら適宜変更することができる。実施形
態のものは、戸袋部の樹脂形材を戸先框のサムターンよりも室内側に突出させているが、
これに限らず、サムターンへのアクセスを困難にする障壁部を有するものであってもよい
。戸は、実施形態のような開き戸に限らず、引戸であってもよい。
【符号の説明】
【００３３】
　１　戸
　２　戸本体
　３　引戸
　４　戸袋部
　５　ガラスパネル（パネル）
　６　框組体（枠）
　７　引戸開閉装置
　８　レバー
　９　第１アーム
　１０　第２アーム
　１１　係合部
　１２　被係合部
　１３　樹脂形材
　１４　室外側部材
　１５　室内側部材
　１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄ，１６ｅ　中空部
　１７　内周側突片
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　１８　外周側突片
　１９　内部突片

【図１】 【図２】
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